
■保育所あります。中央実行委員会へ事前に予
約を。要おやつ代・保険代（１日500円）。1歳
以上から。

■見学分科会　定員制。参加希望者は、往復はが
きに、（往）希望の見学分科会名と申込者氏名と
当日可能な連絡先（携帯番号）、住所、（復）返信
のあて先を明記の上、11月2日必着で、中央実
行委員会（全国連絡先）にお申し込みください。
申し込み多数の場合は、抽選。はがき１枚につき
１人の申し込みを厳守。集会参加費のほかに、交
通費・入館料などの実費が必要となります。当日
のキャンセルは全額キャンセル料が発生します。

■宿泊・航空券などは、下記でご紹介しています。
 までに申し込んでください。11月2日（水）

1956年に東京で第１回集会を開催。以
来、毎年、女性労働者・業者婦人・農林
漁業の女性や女性団体が共同して、女
性のはたらく権利や、くらし・労働条件
の改善、平和・男女平等の実現・女性の
地位向上をめざして学習・交流・討論を
しています。多くの県で地方集会が開
かれています。

はたらく女性の中央集会

南海国際旅行　東日本営業部
担当 奥村
東京都中央区銀座5-15-1　南海東京ビル
TEL 03-3543-3272
FAX 03-3545-5876
s-okumura@geo-nti.co.jp
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いかんぜよ! 改憲　つくろう憲法輝く社会を
実現しよう!　ジェンダー平等

ひろげよう! いのち･くらし･平和守る女性の共同を

（全国連絡先）〒113-8462 東京都文京区湯島2-4-4 平和と労働センター4Ｆ
　全労連女性部気付　Tel 03-5842-5611　 Fax 03-5842-5620

（高知連絡先）〒780-0850 高知県高知市丸ノ内2-1-10 高知城ホール3階
高知県労働組合連合会女性部気付　はたらく女性の高知県実行委員会

Tel 088-872-3406　 Fax 088-822-7969

第61回はたらく女性の中央集会実行委員会・高知実行委員会主催

分科会

全体会

2016年11月26日(土)
高知会館・高知共済会館・
高知県民文化ホール多目的室
13：00 受付開始
13：30 開会～１6：30閉会

2016年11月27日(日)
高知県民文化ホール
（オレンジホール）
 9：30 受付開始・開場
 （物産展開店）
10：00 開会～１4：30閉会
 終了後パレード

分科会 1,000円
全体会 1,000円
大学生 300円
高校生以下 無料

参加費

第61回 はたらく女性のはたらく女性の
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会場のご案内
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高知県民文化ホール
〒780-0870　高知市本町４-3-30　TEL 088-824-5321
高知自動車道南国I.C.から約30分、高知I.C.から約20分／高知龍
馬空港から車で約30分／空港連絡バスで県庁前まで約35～45分
　県庁前から徒歩数分／JR高知駅から車で約10分／とさでん交通
路面電車　はりまや橋乗り換え（県庁前下車）約20分　徒歩数分

高知県民文化ホール

高知会館 〒780-0870　高知市本町5-6-42
ＴEL 088-823-7123

高知共済会館 〒780-0870　高知市本町5-3-20
TEL 088-823-3211
とさでん路面電車（グランド通下車）
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分科会
●受付 13:00

11月26日(土)11月26日(土)
13時30分～16時30分

高知会館・高知共済会館・高知県民文化ホール多目的室

全体会
●開場 9：30／物産展は 9:30から開店

11月27日(日)11月27日(日)
10時00分～14時30分

高知県民文化ホール（オレンジホール）

記念
講演

【全日本おばちゃん党】

大学教員のかたわら、“庶民目線の政治”を訴えるために、
「全日本おばちゃん党」をFacebook上で立ち上げる。大
阪市生まれ。大阪市在住。小学生一女一男の母親。インド
に単身赴任中の夫と、４人家族。専門は国際人権法、ジェ
ンダー法、日本国憲法。朝日放送「おはよう朝日です」木
曜日コメンテーター、TBS「サンデーモーニング」コメン
テーター。【著書】憲法ってどこにあるの？（集英社）日本
国憲法大阪おばちゃん語訳（文芸春秋社）【共著】「新・
資料で考える憲法」(法律文化社)「レクチャー　ジェン
ダー法」(法律文化社)「国際人権法概説」(有信堂高文社)

2012年、プラットフォーム「全日本おばちゃん党」を、
Facebookで立ち上げる。目的は、おばちゃんたちの底
上げと、オッサン社会に愛とシャレでツッコミをいれる
こと。おばちゃん目線でオッサン政治をチェックしなが
ら、問題提起を続けている。現在党員は世界各地から
5500名を超える。世界のメディアからの注目が高く、
仏紙リベラシオンのポートレイト欄に紹介されたほど。

高知センター合唱団は1964年に創立。「う
たごえは平和の力」を合言葉に、高知県を中
心に歌い続けています。団員は10代から80
代までの60名で職場も様々、歌にダンス
に、和太鼓、民舞と、いろいろなジャンルに
取り組み、毎年7月には「反核平和コンサー
ト」を運営し、今年3月には池辺晋一郎先生
を迎え「創立50周年記念コンサート」を応
援のみなさんと一緒に開催しました。

プロフィール

全日本おばちゃん党代表代行　谷口真由美さん
（大阪国際大学准教授/大阪大学非常勤講師）

おばちゃん語で
主語を『私』にして読む日本国憲法
おばちゃん語で
主語を『私』にして読む日本国憲法

高知センター合唱団高知センター合唱団

●基調報告・たたかいの交流・決議、アピール採択など●終了後　パレード
※見学分科会の申し込み要領は裏面を参照ください。

文化
行事

「女性の活躍」と政府は言いますが、長時間過密労働
や、人員不足、暮らせない賃金などで、働きづらさは深刻
です。あきらめずに主権者としての意識を持ち、労働組合
でつながり、一歩前に出るきっかけづくりをしましょう。

今の時代、結婚や出産による退職は、かつてほど一般的
ではなくなり、女性がより積極的に自分の人生を決定で
きるようになった反面、ライフサイクルの中で女性特有の
心理的葛藤を感じているのも事実です。メンタルヘルス
についてのお話を聞き、意見交換をしましょう。

安倍首相が憲法改悪に突き進んでいます。戦争法の強行か
ら１年。いま、私たちの職場・くらしがどうなっているのか改
めて憲法の目で見直し、憲法改悪ストップ、戦争法廃止、憲
法が生きる社会にしていくために学びあい交流しましょう。

「消費税増税の延期で、社会保障にお金が回らない」っ
てマスコミは書きたてるけど本当？もうだまされない。安
心して働き続けるために保育、介護、医療、年金の充実
を。知って、学んで、活用しよう。

地球規模の放射能汚染をもたらした“ビキニ事件”。62年
間被災者救済を放置してきた国を相手に「真実を明らか
にし、被災者を救済せよ」と被災者本人と遺族ら45人が
裁判を起こしました。核被災の実態を未来に継承し、福
島原発被災者支援に生かし、核廃絶に向けて原発に頼ら
ない自然エネルギーと平和問題を学び合いましょう。

食の安全はすべての国民が健康に暮らす根幹をなすもの
です。政府に「TPP批准」を許さない運動とともに、農業
従事者と消費者とが地域の中でどう手をつないでいけば
いいのか考えましょう。「農業・自然エネルギー・地域経
済振興・雇用」をキーワードに、安全・安心社会の在り方
も学び合いましょう。

子どもの貧困が大きな社会問題となる中、学びの支援や
「子ども食堂」のとりくみが広がっています。貧困問題を
自己責任にしないために、地域や学校で私たちのできる
ことを考えあいましょう。

高知といえば坂本龍馬、高知城・桂浜。坂本龍馬を生み出
した風土の意外な秘密が、高知城と桂浜に隠れています。
その秘密を探りながら龍馬の銅像と記念撮影？していると
ころを秘密のカギを握る長宗我部元親が見守っているか
も知れませんよ。参加費2000円。

楠瀬喜多（くすのせ　きた）ゆかりの婦人参政権発祥の地と植木枝盛旧邸跡地をめぐ
り、自由民権記念館（「自由は土佐の山間より」に象徴される自由民権運動に関する資
料を展示）を見学します。路面電車代500円（1日乗り放題）。

掩体（えんたい）とは、敵の攻撃から飛行機を守るための
格納庫で、7基が遺っており、戦争の悲しさ平和の大切さ
を静かに訴えています。海軍航空隊通信所跡地は、戦争
末期の神風特攻隊「白菊隊」などの通信中枢施設で、非常
に良好な保存状態で残されている全国でもめずらしい貴
重なものです。参加費用は2000円程度。

輝いて働き続けるために
あきらめないで、つながって一歩前へ

高知の戦争遺跡めぐり
－掩体壕と
海軍航空隊通信所跡－
（バス定員40人）

土佐の偉人、足跡めぐり
（バス定員40人）

路面電車でいく
土佐の民権運動史跡めぐり
（徒歩20人）

憲法で見る私の職場・くらし
改憲ストップ、戦争法廃止に向けて

女性の人生設計と
メンタルヘルス

隠されたビキニ被災と
原発のこれから

「保育園落ちた」「介護離職」
「下流老人」はぜったいイヤ!
誰もが安心して働き暮らせる社会に

食の安全と地域経済
農業者と消費者と手をつないで

放っておけない子どもの貧困
格差解消に向けて私たちができること

太平洋学園高等学校
光富　祥さん（校長）
藤田　毅さん（教諭）
フードバンク高知代表
青木　美紀さん

高知県立
歴史民俗資料館顧問
宅間　一之さん

高知県埋蔵文化センター
出原　恵三さん

高知法律事務所弁護士
谷脇　和仁さん

ビキニ国賠訴訟を
支援する会共同代表
山下　正寿さん

高知大学医学部
附属病院精神科医師
須賀　楓介さん

働き方ASU-NET副代表理事
川西　玲子さん
高知県労連書記長
牧　耕生さん
高知県医労連書記長
金子　竜太さん

高知県立大学教授
田中　きよむさん

九州大学名誉教授
村田　武さん
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